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あなたのアイディアを

歴 史 に 残 し て

み ま せ ん か ？

市
制

施
行

五
十

周
年

記
念

事

業
の
一

環
と

し
て

、「
二

十

一
世

紀
の

森
と

広
場

」
内

に

、
（
仮

称
）
松

戸
市

文

化
会
館

を
建

設
し

て
い

ま
す

。

現
在

、
平
成

５
年
1
1
月

の
オ

ー
プ
ン

に

向
け
て

、
使

い

や
す

く
、
楽

し
い

施
設

と
す

る
た

め
、

着
々

と
準

備
を

進
め
て

い
ま

す
。

こ

の
施

設
が

、
文

化
発
展

の

シ
ン

ボ
ル

と

し
て

末
永

く
愛

さ

れ
、
親

し
ま

れ
、

多

く
の
皆

さ
ん
に

活
用

さ

れ

る
よ

う
に

、
文

化
会

館
の

愛
称

を
募

集
し

ま
す

。

市
で

は
、
幅
広
い
市
民
の
文

化
活
動
に
こ
た
え
、
優
れ
た
芸

術
文
化
の
鑑

賞
や
創
造
の
た
め

の
中
心
的
施
設
と
し
て
の
機
能

を
持
つ
、
文
化
会
館
の
建
設
を

進
め
て
い

ま
す
。

文
化
会
館
は
、
Ｊ
Ｒ

新
八
柱

駅
ま
た
は
新
京
成
線
八
柱
駅
か

ら
徒
歩
で

約
十
五
分
の
と
こ
ろ

市
民
文
化
活
動
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

上
演
す
る

▽
大
ホ
ー
ル
・
客
席
が
千
九
百

五
十
五
席
の
音
響
重
視
型
多

目
的
ホ
ー
ル
。
音
楽
会
を
は

じ
め
バ
レ
エ
・
歌
謡
シ
ョ
ー

・
大
規
模
な
集
会
な
ど
が
可

能
。
特
に
独
特
の
音
響
反
射

板
に
よ
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

小
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

楽
演
奏
時
に
は
音
楽
専
用
ホ
ー

ル

に

迫
る

音

響

性

能

を
発

揮
し

ま

す
。

▽

小
ホ

ー
ル

…
客

席

が
五

百

十

六

席

の

演

劇

重
視

型

多

目
的

ホ

ー
ル

。
大

ホ

ー
ル

同

様

、

さ
ま
ざ
ま
な

催
し

物

に
対

応
。

特
に

、

客

席
と

舞

台
の

適

度

な
距

離

設

定
や

演

出
の

幅

を

広

げ
る
組

立

式

舞
台
に
よ
り

、

本
格

的

な

演
劇

空

間

を

創
造

す
る

こ

と

が
で

き

ま

す

。

支
え
る

大
・
小
ホ
ー
ル
に
対
応
す
る

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

賞
＝
入

選
（
一
人
）
、
準
入

選
（
二
人
）
　〔
入
選
作
・
凖
入

選
作
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
抽

選
。
入
選

作
が
愛
称
に
な
り
ま

す
〕
。
入
選
・
準
入
選
の
方
に

は
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

ま
た
、
応
募
者
全
員
の
中
か
ら
、

抽
選
で

五
十
人
（
一
人
二
枚
組

文化会館案内図
二
つ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
室
、
大
・

小
二
室
の
音
楽
練
習
室
、
録
音

・
録
画
の
た
め
の
ス
タ
ジ
オ
を

同
じ
フ
ロ
ア
に
配
置
。
器
楽
・

合
唱
・
演
劇
・

バ
レ
エ
な
ど
の

練
習
、
子
供
た
ち
の
小
規
模
な

音
楽
会
に
利
用
で

き
、
文
化

創

造
活
動
を
支
え
ま

す
。

集

う

最
上
階
に
位
置
す
る
レ

セ
プ

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
は
、
映
像
・
音

響
装
置
を
備
え

、
最
大
五
百
人

を
収
容
で

き
る
施
設
で

す
。
パ

ー
テ
ィ
ー
や
大
規
模
な
会
議
、

室
内
楽
演
奏
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
に
使
用
で
き
ま
す
。

発
信
す
る

地

域

の

文

化

情

報
を

ビ

デ
オ

ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
と

し
て

集
積

し

、

発

信

す

る
文

化

情

報
セ

ン

タ

ー

を

設
置

し

ま

す

。
鑑

賞

の

た
め

の

設

備

や

、

個
人

が

収

録
し

た

ビ

デ
オ

テ

ー

プ
を

編

集
で

き

る

編

集
室

を

設
け

ま

す

。

結

ぶ

文
化
会
館
と
市
民
会
館
・
市

民
劇
場
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

び
、
利
用
情
報
や
地
域
の

文
化

情
報
な
ど
を
施
設
内
で

提
供
し

ま
す
。

締
め
切
り
は
５
月
１
１
日

み
）
の
方
を
開
館
記
念
の

催
し

物
に
招
待
し
ま
す
。

発
表
・

「
広
報
ま
っ

ど
」
６

月
2
0日
号
で

発
表
し
ま

す
。

応
募
方
法
・
５
月
1
1
日
　

〔
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
応
募
用
紙
で
直
接
（
市

役
所
・
各
支
所
・
市
民
セ
ン
タ

ー
・
図
書
館
本
館
・
市
民
会
館

・
市
民
劇
場
で
受
け
ま
す
）
、

ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、
愛
称
の
意

味
や
意
図
一
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
、
市
外

在
住
の
人
は
勤
務
先
ま
た
は
学

校
名
を
明
記
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八
七
-
五
松
戸
市
役

所
文
化
会
館
開
設
室
へ

※
一
人

何
点
で

も
応
募
で
き
ま

す
。

文
化
会
館
開
設
室

わたしの夢

長谷川真美さん（常盤平第二小学校４年）

先生になって教壇に立つ真美さん

わたしは小学校の先生になりたいです。先

生は、みんなにお勉強を教えたりしてすごい

なあと思います。たいへんな仕事だと思うけ

れど、たくさんの子どもたちに、すごいなあ

といわれるような先生になってみたいです。

「
愛
称
」
応
募
要
領

文
化
会
館
の
愛
称
を

募
集
し
ま
す

に
あ
り
（
下
図
参
照
）
、
地
上
五

階
地
下
二
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
は
約
三
万
平
方
㍍
で
す
。

会
館
内
に
は
、
性
格
と
規
模

の
異
な
る
二
つ
の
ホ
ー
ル
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設

が
あ

り
ま
す
。
愛
称
を
考
え
る
際
の

参
考
に
な
る
よ
う
に
、
各
施
設

の
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。



広報まつど(2)第７７８号

宮間市長は、３月定例市議会初

日の３月４日、新年度の施政方針

を発表しました。

その大要は次のとおりです。

平成４年度施政方針

第４次総合５か年計画
完遂をめざして

世
界
は

今
、
混
迷
と

激
動
の

中
で
、
だ
れ
も
予
想
で

き
な
か

っ
た
ほ
ど
の
変
化
に
見
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。
旧
ソ

連
邦
の
消
滅

や
欧
州
統
合
化
の
進
展
な
ど
、

歴
史
の
テ
ン
ポ
は
新
た
な
世
界

秩
序
の
形
成
に
向
け
て
か
つ
て

な
い
早
さ
で
進
ん
で
い
ま
す
が
、

経
済
問
題
な
ど
先
行
き
不
透
明

な
部
分
も
あ
り
ま
す
。

一
方
国
内
で
は
、
昨
年
来
、

主
要
産
業
の
収
益
の
悪
化
や
個

人
消
費
の
伸
び
の
鈍
化
な
ど
、

経
済
は
減
速
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
国
家
予
算
も
前
年
度
比
」

平
成
４
年
度
予
算

大
型
事
業
を
積
極
的
に
予
算
化

び
率
二
・
七
％
と
五

年
ぶ
り
の

緊
縮
型
と
な
り
、
内
容
的
に

も

地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て

か
な

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
平
成
４

年
度
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
第
四

次
総
合
五
か
年
計
画

保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
行

市
民
福
祉
都
市
を
め
ざ
す
施
策

▽
保
育
事
業
の
充
実
・
育
児
講

座

の

充

実

、
民

間

保

育

所
の

経

営

基

盤
の

強

化

を

図
り

ま

す

。

保

育

料
は

第

三

子
以

降

を

減

額
し

ま
す

が

、

高
額

所

得

者
に

は

応
分

の

負

担
を

し

て

い

た

だ
く

こ

と
に

な
り

ま

す

。

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
各

種

福

祉
手

当

の

増

額

、
難

病

者

援

護
の

拡

大

、
緊

急
通

報

装

置
の

増

設

、

ミ

ド
ル

ス

テ
(仮称) 中央保健センター(完成予想図)

ノ
の
導
入
な
ど
、
各
種
福
祉

サ

ー

ビ
ス

を

充

実

、
拡

大
し

ま

す

。

▽
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
建

設
・

福

祉
と

住

宅

政
策

の

連

携

の

基
に

着
工

し

た
高

齢

者

の

た
め

の

ケ
ア

付

き

住

宅

を

、

平

成
５

年
入

居

を
目

指
し

、

建

設
し

て

い

き

ま
す

。

▽
国
立
療
養
所
松
戸
病
院
跡
の

施

設
・

保

健

・
医

療
・

福

祉

を

取
り

込

ん

だ

拠

点
施

設

と

し

て

整

備

す

る

た
め

、

資

産

の

取
得

、

看

護

婦
寮

・

保

育

施

設
の

新

設

な
ど

を

進

め
て

い

き
ま

す

。

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
昨

年

着
工

し

た

中
央

保

健
セ

ン

タ

ー
は

、

平
成

５

年

の
当

初

に

開
設

を

目
指

し

ま

す

。
小

金

保

健

セ
ン

タ

ー
は

、

移
転

を

予

定
し

て

い

る

小

金

支

所

と

共
に

、
平

成
５

年

度

開
設

を

め

ざ
し

ま

す

。

▽
成
人
・
老
人
の
健
康
増
進
対

策
・

新

た
に

大

腸

が
ん

検

診

や

四

十

歳
以

上

の

在

宅
療

養

者

に

対

す

る
訪

問

歯

科
保

健

指

導

を

始
め

ま

す

。

ま
た

、

基

本

健
康

診

査
の

検
査

項

目

を

拡

大
し

ま

す

。

▽
市
立
病
院
の
施
設
設
備
・
各

を
確
実
に
達
成
す
る
た
め
、
大

型
事
業
を
中
心
に
積
極
的
に
予

算
化
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算

の

総
額
は
、
一
千
百
五
十
二
億

円
、
伸
び
率
は
前

年
度
比
一
七

・

九
％

と
な
り
ま
し
た
。

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
－

松
戸
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン
ー
の
体

系
に
沿

っ
て

、
新
年
度
の
主
要

な
施
策
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し

ま
す
。

種

施

設
の

整

備

や

医
療

事

務

な

ど
の

総
合

的

シ
ス

テ

ム

の

見

直
し

を
図

り

、

地
域

の

基

幹

病

院
と

し
て

の

役
割

を

果

た
し

て

い

き

ま

す

。

▽
国
民
健
康
保
険
事
業
・
保
険

料

は

値
上

げ
せ

ざ

る
を

得

ま

せ
ん

が

、
保

険

給
付

を

見

直

し

、

助
産

費
の

増

額
、

あ

ん

ま

・
マ

ッ

サ

ー

ジ
な

ど

へ
の

適

用
の

拡

大

を

図
り

ま

す

。

21世紀の森と広場の

オープンに向けて
親緑快適都市をめざす施策

▽
ニ
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
・

「
つ

ど
い

の

広

場
」
「

水
と
こ

か

げ
の

広

撈
「
み

ど

り
の

里
」

「
光
と

風

の

広

場
」「
池
」
の
五

つ

の

エ

リ

ア

を

一

体
化

す

る

中

心

広
場

を

整

備
す

る

ほ
か

、

自

然

環
境

を

学

習
で

き

る

パ

ー

ク
セ

ン

タ

ー
や

カ

フ

ェ
テ

ラ

ス

な

ど

の

建

設
に

着

手
し

ま

す

。
こ

れ
に

よ

り

、

今

年

度

中
に

整

備

が

完
了

す

る
区

域
に

つ

い
て

は

、
平

成
５

年

か

ら

市

民
の

皆

さ
ん

が

利
用

で

き

る

よ

う
に

な

り

ま

す

。

▽
公
園
関
係
・
古
ヶ
崎
第
二
公

園
を

新

設

す

る
ほ

か

、

既
存

の

公

園

の

改

修
や

樹

木
の

維

持

管
理

を

行
い

、
市

民
の

公

園
と

し
て

整

備
を

進

め

ま
す

。

▽
坂
川
清
流
復
活
事
業
・
ニ
ツ

木

地

区
に

新
坂

川

浄
化

施
設

を

、

国

分
川

分

水

路
と

坂
川

の

合

流

部
に

親

水
公

園
を

設

置

す

る

た
め

、
整

備
に

着

手

市
制
五
十
周
年
記
念
事
業
を
実
施

市
民
文
化
都
市
を
め
ざ
す
施
策

設
を

進
め

て

い

ま

す

。
博

物

館

に
つ

い

て

は

、

展
示

物

の

製
作
や

野

外

展

示

場
の

整

備

な

ど

も

行
っ
て

い

き
ま

す

。

▽
音
楽
ホ
ー
ル
・
早
期
開
館
を

め

ざ
し

準

備

を

進
め

て
い

き

ま

す

。

陸上競技場を大改修します

し

ま

す
。

▽
ご
み
減
量
対
策
・
事
業
所
等

に

お
け

る

減

量
対

策

の

強
化

を
は

じ

め

、

空
き

缶

プ
レ

ス

機
の

設
置

な

ど

、
新

た

な

施

策

を
積

極

的
に

展

開

し
て

い

く
ほ

か

、

市

民
の

皆

さ

ん
と

一

体
に

な

っ
て

リ

サ

イ

ク
ル

活

動

に

取
り

組
み

ま

す

。

▽
新
清
掃
工
場
：
新
時
代
の
ク
　

リ

ー
ン

セ
ン

タ

ー
を

め

ざ
し

国

内

の

環

境
基

準

を
上

回
る

施
設

と
し

て

、
平

成
７

年
完

成

を

め

ど
に

工

事
に

着
手

し

ま

し

た

。

▽
下
水
道
整
備
事
業
・
普
及
率

五

〇
％

は

予

定

ど

お
り

達

成

さ

れ

る
見

通
し
で

す

が

、
懸

案

と

な
っ

て

い

る

松
戸

幹

線

に

つ
い

て

は

、

一
日

も

早

く

江

戸

川
幹

線

に

接

続
で

き

る

よ

う

、
国

・

県
に

強

力
に

要

請
し

ま
す

。

た
の

で

、

今

後

起
債

を

財
源

と
し

て

実

施
し

て

い

き

ま

す

。

よ
り
良
い
教
育
環
境
の
た
め
、

校
舎
等
の
維
持
・
管
理
に
つ

い

て

は

、

積

極

的
に

予

算
化

し

て

い

き

ま

す

。

▽
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
諸
施

策
・
音
楽
備
品
の
整
備
や
、

環
境
に
関
す
る
副
読
本
の
作

成
、
ま
た
中
学
校
全
校
に
大

工
道
具
セ
ッ
ト
を
備
え
、
保
護

者

の

負

担
軽

減

を

図
り

ま

す

。

▽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
・
平

成
６
年
度
の
県
民
体
育
大
会

が
、
本
市
を
メ
ー
ン
会
場
と

し
て

行

わ
れ

る
こ

と

か

ら

、

運

動
公

園
の

陸

上

競
技

場

を

全
天

候

型
ハ

コ

ー
ス

の

公

認

競

技

場
と

し
て

大
改

修

し

ま

す

。

▽
市
民
セ
ン
タ
ー
に
ビ
デ
オ
設

置

・
全

館
に

ビ

デ
オ

装

置

を

設
置

し

ま

す

。

ま
た

、

施

設

の

改
修

も

行

っ
て

い

き

ま

す

。

し
尿
の
く
み
取
り
作
業
カ
ー
ド
は
見
や
す
い
場
所
へ

平

成
４

年

度
の

く
み

取
り

作

業
記

録

カ

ー

ド
（
人

頭

制
）
・

く

み

取

り

伝

票
（

従
量

制

）
を
、

該

当

者
あ
て

３

月

下

旬
に

発

送
し

ま

し

た

。

カ
ー
ド
や
伝
票
は

、
風
雨
に

さ
ら
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
ま
た

作
業
員
が
見
や
す
い
所
に
出
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

世
帯
人
数
の
増
減
・
住
所
変

更
・
下
水
道
や
浄
化
槽
へ
の
切

り
替
え
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
（
住
所
人
員
異
動
は
、
住

民
登
録
の
届
け
出
と
は
別
で
す
。
　

緊

急
く
み

取
り
の
連
絡
は

、

前
日
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

清
掃
第
二
課
料
金
係

計
量
器
定
期
検
査
を
実
施

商
売
・
証
明
用
は
必
ず
受
検
を

平

成
４

年

度
の

は

か

り
の

検

査

を
下

表
の

日

程
で

行

い

ま
す

。

商

売

・

証
叨

用
の

は

か

り

は

、

必

ず

検
査

を

受
け

て

く

だ

さ
い

。

合

格
し

た

は

か
り

に

は

、

定
期

検

査
合

格

シ

ー
ル

を

張

り

ま
す

。

持
参

す

る

も
の

・
は

か

り
、

申

請
書

、

手

数

料

※

家
庭

用

は
か

り

（
ヘ
ル

ス

メ

ー
タ

ー
、

キ
ッ

チ

ン
ス

ケ

ー

ル

な

ど

）
は

無
料
で

検

査
し

ま

す

の
で

、

希
望

す

る
人

は

、

持
参
し
て
く
だ
さ
い

。

消
費
生
活
課
計
量
係

４・ ５ 月検 査 日程 表

期 日 会 場 期 日 会場

4/14･15 東部スポーツパーク 5/7･８ 古ヶ崎市民センター

16 馬橋支所 11 小金北市民センター

20 六実支所 12 小金支所

22・23 五香市民センター 19･20 小金原体育館

26･27 青少年会館

手数料・保険料・各種税

※時間…午前10時～正午と午後１～３時
６月以降はそのつどお知らせします。安全確実な口座振替のご利用を

▽
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
長
寿
　

福

祉
社

会

の

構

築
に

向
け
て

策
定

準
備

を

進
め

、

併
せ
て

高

齢
者

意

識

調
査

を

実

施
し

ま

す
。

▽
障
害
者
施
設
へ
の
支
援
・
本

市
に
初
め
て
で
き
る
精
薄
弱

者
生

活

ホ

ー
ム

に

、

運
営

費

を
助

成
し

ま
す

。

ま
た

県

内
三

ヵ

所
の

精
神

薄

弱

者
更

生

施
設
に

、

建
設

費

を

助
成

し

ま
す

。

▽
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
事

業

・
市

制

施
行

五

十

周

年
を

迎
え

る

平

成
５

年

に

、

記
念

事
業

を

行

う
た

め

、

準

備
を

進
め

ま

す

。

▽
文
化
会
館
・
博
物
館
・
平
成

５

年
の

開
館

を

め

ざ
し

、

建

▽
尸
定
歴
史
館
・
昨
年
の
開
館

以

来

、
好

評

を
い

た

だ

い
て

い

ま

す
の
で

、

今
後

も

親
し

ま

れ

る
展

示

を

行
っ

て
い

き

ま

す

。

▽
文
化
ホ
ー
ル
・
「
こ
ど
も
の

遊

び
」

を
テ

ー
マ

に
し

た

特

別
展

を

予

定
し

て

い

ま

す

。

▽
国
際
交
流
関
連
事
業
・
中
国
ハ

ル

ビ

ン

市
に

中
学

生

を

派

遣
し

、

ス

ポ

ー
ツ

を

通
じ

て

交
流

の

輪

を

広
げ

ま

す

。

▽
中
学
校
給
食
・
新
年
度
か
ら

常
盤

平

中

・
栗

ヶ

沢

中

・
六

実
中

・

和

名

ヶ
谷

中
の

四

校

で

新

た
に

導

入

し

、
さ

ら

に

六

校
で

導
入

の

た

め
の

施

設

整

備

を

進
め

て
い

き
ま

す

。

▽
学
校
施
設
の
大
規
模
改
造
・

国
の

補

助
制

度

が

改
正

さ

れ

- 』

り
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
内
外
の
諸
情
勢

納

期

を

守

り

ま

し

ょ

う

国
民
年

金
保
険

＝・
４
月
分

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
一

期
納
期
限
）…
４

月
3
0日

※
平
成
３
年
度
分
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か

。

至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。



1992 年(平成４年)４月５日(3)広報まつ
ど

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
努
力

自
立
安
全
都
市
を
め
ざ
す
施
策

法
を
検
討
し
、
実
施
に

向
け

て
地
元
関
係
者
と
協
議
に
入

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

▽
生
産
緑
地
関
係
：
法
改
正
に

よ
り
市
街
化
区
域
内
農
地
が
、

「
宅
地
化
す
る
農
地
」
と
「
保

バス網の拡充に努めます

市
民

セ
ン

タ

ー
使
用

料
の

徴

収
事

務
を

委
託
し

ま
し

た

受
託
者
松
戸
市
根
本
三
八
七

－

五

松
戸
市
施
設
管
理
公
社

理
事
長
・
佐
藤
實
　

委
託
期
間

４

月
１

日
～
平
成
５

年
３
月
3
1

日
　

委
託
セ
ン

タ
ー
市
内
十
七

の

全
市
民
セ
ン
タ

ー

地
域
振
興
課
施
設
係

教
育

委
員

会
会

議
を

開
催

４
月
９
日

午
後
Ｏ

時
3
0分

か
ら
　

会
場
中
部
小
学
校
会
議

室
教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

6
6
-
7
4
5
5
番

児
童

扶
養

手
当
４

月

期
分

を

支
給児

童
扶
養
手
当
４

月
期
分
を

４

月
1
3日

か
ら
支
給
し
ま
す
。

援
護
課
援
護
係

置

な

ど

諸

施
策

を

通
じ

、
ま

た

、

関

係

機

関
と

連

絡
を

密

に

し
て

違

法
駐

車

一

掃
を

め

ざ
し

ま

す

。

マ
治

水

対

策
・

国

分
川

分

水
路

に

つ

い
て

一
日

も

旱
い

工

事

再

開

を

希

望
す

る

と
と

も
に

、

市

施

行

の
工

事
を

推

進

す
る

ほ

か

、

市
内

一

円
に

わ

た
っ

て

き

め

細
か

く

排

水

路

整
備

を

進

め

ま

す

。
ま

た

、
馬

橋

排
水

機

場
に

は

ポ

ン

プ

を
増

設
し

、

雨

水

貯
留

浸

透

施
設

も
常

盤

平

第
三

・
牧

野

原
小

学
校

に

新

設
し

ま

す

。

▽
消
防
・
大
金
平
消
防
署
が
完

成
す

る
ほ

か

、

高
規

格

救
急

自
動

車

の
配

備
を

行
い

、
救

急
救

命

率

を

高
め

ま

す

。
ま

た

、
消

防

団
の

器
具

置

き
場

を

年
度

計
画

で

改

築
し

ま
す

。

▽
都
市
交
通
・
バ
ス
事
業
者
と
　

連

携
を

と

り

、

路
線

の

新

設

や

運
行

時

間
の

延
長

、

深
夜

バ
ス

の

増

便

な

ど
、

バ
ス

網

の

拡
充

を

図

り

ま
す

。

支
給
額
・
一
世
帯
（
月
額
）
二

万
円

ま
た

は

一
万

三

千

円

（

所

得

制
限

が
あ

り

ま

す
）

支

給
期

間
・

申

請
が

あ

っ
た

月
の

翌
月

か

ら

、
そ

の

年

度
の

３

月

ま
で

必

要
書

類
・

在

学

証
明

書

・

申

請

者

名
義

の

市
内

金

融

機

関

通

帳

表

紙
の
コ

ピ

ー

（
郵

便
局

は
不

可

）

ほ

か

受
付

期

間

・
児

童
が

満

十
八

歳
と

な

る
月

か
ら

平
成

５

年
２

月
2
6
日

ま

で

援

護

課
援

護

係

高
等
学
校
修
学
資
金
・
奨
学

金
の
申
請
を

申
請
期
間
・
４
月
６
日

～
3
0
日
日
曜
・
祝
日
、
第

二
・
第
四

土

曜

日

を
除

く

〕

資

格

・
①

経

済

的
理

由
で

高

校
に

就

学
さ
せ

る
こ

と

が

困

難

な

保

護

者
②

保

護

者
が

引

き

続

シ

テ

ィ

ホ

テ

ル

を

誘

致

Ｉ

活
力
生
活
都
市
を
め
ざ
す
施
策

▽
都
市
型
ホ
テ
ル
の
誘
致
・
シ

テ

ィ

ホ
テ

ル

誘

致

条

例
を

制

定

し

、
積

極

的
に

ホ
テ

ル

の

誘

致

を
図

り

ま

す

。

▽
地
域
商
店
街
の
整
備
・
商
店

会
の
法
人
化
を
支
援
す
る
ほ

か
、
現
行
の
助
成
制
度
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

▽
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
…

平
成
５
年
の
開
設
に
向
け
て

▽
中
小
企
業
の
育
成
・
関
係
機

関
と
連
絡
を
密
に
し
て
、
そ

の
推
進
を
図
か
り
ま
す
。

▽
農
業
・
都
市
型
農
業
の
育
成

を

支

援

す

る
た

め

、

各
種

助

成

と

併
せ

、
青

年

農

業
経

営

者
活

動
の

支
援

、

農

業
後

継

者
の

育

成
な

ど

、

特

色
あ

る

農
業

経

営
の

推

進

を

図
り

ま

す

。

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

し
あ
わ
せ

課
福
祉
係

入
れ
歯
が
ガ
タ
つ
き
始
め
た
ら

「
入

れ
歯

を
入

れ
て

、

数

年

た

っ
た

ら

ガ

タ
つ

い
て

き

た

」
と

い

う

話

を
よ

く

閧

き

ま

す

。

こ

れ
は

入

れ

歯

を
入

れ

た

場

合

、

口
の

中
で

あ

ご
の

骨

が

少
し

ず
つ

吸

収

を
起
こ

し

て

い
る

か

ら
で

す

。

い

わ

ゆ
る

「

土

手

が
や
せ

て

き
た

」

と
い

わ

れ
る

も

の

で

す

。

土

手

が
や

せ
て

く
る
こ

と

は

生

理

的
な

も
の

で

、

そ

の

や

せ
て

く
る

程

度
に

は

個

人

差

が

あ
り

ま

す

が

、
必

然

的

に

起

き
て

き

ま

す

。

で

す
か

ら

、

入

れ
歯

を

入

れ

て

何

年
か

た
つ

と

、
す

き

ま

が
で

き
て

き

ま

す
。

そ

う

な
る

と

入

れ
歯

は

ガ

タ
つ
い

て

き
た

り

す
る

の
で

す

。
こ

の

場

合

、
入

れ

歯

を

裏

打

ち
し

た

り

、

新
た

に

作

製
し

た

り

す
る
こ

と

が
必

要

に

な

っ
て

き
ま

す

。

裏
打
ち
材
料
と
し
て
、
入

れ
歯
安
定
材
が
市
販
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ

れ
は
最
初
は
流

動
性
を
も
ち
、
ゆ
っ
く
り
と

弾
性
を
も
っ
て
硬
化
し
ま
す

の
で

、
入
れ
歯
と

囗
の
間
に

生
じ
た
す
き
ま
を
埋
め
て

、

入
れ
歯
を
安
定
さ
せ
る
も
の

で

す
。

し
か
し
残
念
な

が
ら
、
こ

の
材
料
は
長
期
の
使
用
に

耐

え
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。

あ
く
ま
で
も
一
時
的
に
入

れ
歯
を
安
定
さ
せ
る
も
の
で

す
の
で
、
入
れ
歯
が
ガ
タ
つ

い
て

き
た
な
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
主
治
医
を
訪
れ
て

、

専
門
の
材
料
で

裏
打
ち
し
て

も
ら
う
か
、
噛
（
か
）
み
合
わ

せ
に
も
問
題
が
生
じ
て
い

る

場
合
に
は
、
新
た
に
入
れ
歯

を
作
製
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

雇
用
促
進
事
業
団
が
建
設
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
市

も
外
構
や
植
栽
な
ど
の
整
備

を
行
い
、
よ
り
良
い
施
設
と

な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

全
す

る

農

地
」

に

区

分

さ

れ

る
こ

と

に

な
り

ま

し

た
の

で

、

都
市

計

画
の

地
区

指

定
に

向

け

て

作

業

を

進
め

ま

す

。

▽
街
路
整
備
＝
・
３
・
３
・
７
号
線
　

を

は
じ

め

、

今

後
も

計

画

的

に

事

業
を

推

進

す

る
ほ

か

、

五
香

立

体
交

差

、

根

本

橋
の

架
け

替

え

な
ど

に

つ
い

て

県

に
工

事
促

進

を
要

請

し

ま

す
。

▽
地
下
鉄
十
一
号
線
松
戸
延
伸

・
「
地

下

鉄

八

・
十

一

号

線

促

進
連

絡

協

議

会
」

に

東

京

都
と

千

葉

県

が

加
わ

っ

た

の

を

機
に

、
帝

都

高
速

度

交

通

営

団

が
早

期
に

免
許

申

請

を

行

う
よ

う

、

積

極
的

に

働

き

か
け

て

い

き

ま

す
。

▽
違
法
駐
車
対
策
・
交
差
点
内

へ
の

駐
車

防

止

柱
の

設

置

歩

道
へ

の

駐

車

防
止

柵
の

設

母

子

家

庭

な

ど

に

修

学

資

金

を
支

給
し

ま
す

対

象
・

①
平

成
４

年
４

月

２

日

～
５

年
３

月
１

日

の

間

に

、

一

番

末
の

児

童

が

満
十

八

歳

に

達

し

た
こ

と

に

よ

り

、
今

ま
で

受

給
し

て

い

た

児

童

扶
養

手

当

や
各
種
公
的
年
金
の
受
給
資
格

が
な
く
な
り
、
支
給
を
全
く
打

ち
切
ら
れ
た
母
子
家
庭
な
ど
で
、

児
童
が
高
等
学
校
等
に
在
学
し

て
い
る
場
合
（
厚
生
年
金
な
ど

の
遺
族
年
金
受
給
者
で
、
母
親

に
受
給
資
格
が
あ
る
場
合
に
は

該
当
し
ま
せ
ん
）
②
平
成
４
年

４
月
２
日
～
５
年
３
月
１
日
の

間

に

、

一

番
末

の

児
童

が
満

十

八

歳
に

達
し

た

後

、
母

子

家

庭

な

ど
に

な
り

、

児

童

扶
養

手

当

法

に

基

づ
く

受

給

要

件

（
年

齢

要

件

を

除
く

）

に

該
当

し

、

児

童

が

高

等

学
校

等
に

在

学

し
て

い

る

場

合

▽
北
小
金
駅
南
口
地
区
再
開
発

・

今

年

度

は

、
駅

前

広
場

や

デ
ッ

キ

な

ど
の

建

設
に

着
手

し

ま

す

。

▽
新
松
戸
駅
東
口
地
区
開
発
・

地
区

に

適
し

た

開
発

整

備
手

放
置

自
転
車

返
還

の
取

り
扱

い

が
変
わ

り
ま
し

た

４
月
１
日
か
ら
、
放
置
自
転

車
の
保
管
期
間
が
二
ヵ
月
に
、
返
還

日

時
・
移
送
保
管
料
が
左

表
の
と
お
り
変
更
に

な
り
ま
し

た

。
返 還 場 所 返 還 日 時　 間 移送保管料

大橋保管場所 月・木曜日

と

第１・３土曜日

祝日
と
年
末
年
始
は
返
還
し
ま
せ
ん

月・火 ・木

・金曜日は

午後２時

～ ７時

土曜日は
午前９時

～午後２時

自転車

1,500円

原付自転車

3,000円

新松戸保管場所

六高台保管場所 火・金曜日

と

第２・４土曜日八柱保管場所

安
全
課
安
全
係

▽
市
民
憲
章
…
五
十
周
年
記
念

式

典
で

発

表

で

き

る
よ

う

、

「
市
民

憲

章

制
定

委

員

会
」
で

策

定

作

業
に

取

り

組
ん

で

い

き

ま

す

。

▽
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
推
進
・

高

度

情

報
化

社

会
に

対

応
す

る

た

め

、
国

の

「
ニ

ュ

ー
メ

デ
ィ

ア

ー
コ

ミ

ュ
ニ

テ

ィ
構

想

」
や
「
テ

レ

ト

ピ
ア

構

想
」

の

も

と

、

都
市

型

ケ

ー

ブ
ル

テ

レ

ビ
の

促

進

も

含
め

て

地

域

に

密

着
し

た

情

報
化

を

図

り

ま

す

。

▽
情
報
公
開
・
引
き
続
き
、
制

度
の

運

用

面
の

あ

り

方

な

ど

に

つ

い

て

調

査

・
研

究

を

進

め

ま

す
。

▽
女
性
問
題
・
女
性
行
動
計
画

▽
干
葉
大
学
園
芸
学
部
農
場
移

転

跡
地

の

利

用

・
県

の

施

設

の

誘
致

に

関
し

て

、

関

係

機

関
と

調

整

を

進
め

ま

す

。

事
業
完
遂
の
た
め
努
力

に
基
づ
い
て

推
進
会
議
を
設

傲
し

、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
問
題
解
決
に
向
け
て

努
力

し
ま
す
。

マ
組
織
・
定
数
関
係
：
夭

金
平

消
防
署
、
民
生
局
を
新
設
す

る
ほ
か
、
諸
々
の
事
務
の
見

直
し
を
図
り
、
適
正
な
職
員

き
一
年
以
上
市
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
③
成
績
良
好
で
健
康

な
こ
と
④
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
等
〔
高
等
学
校
・
高

等
専
門
学
校
・
学
校
法
人
の
設
置

す
る
専
修
学
校
（
高
等
課
程
）
〕

に
在
学
し
て
い
る
こ
と
⑤
法
令
、

そ
の
他
に
よ
り
、
類
似
の
学
費

給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

支
給
額
（
月
額
)
・
公
立
高
校

＝
（
一
・
二
年
）
七
千
四
百
円
・

（
三

年
）
六
千
九
百
円
、
私
立
高

校
＝
一
万

三
千
円
（
平
成
３

年

度
実
績
）

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人
も
、

再
度
申
請
が
必
要
で

す
。

申
請
書
は
、
市
民
課
・
各
支

所
・
援
護
課
に
あ
り
ま
す
。

援
護
課
援
護
係

再

生

自

転

車

を

販

売

受
付
日
時
４
月
1
7
日
午
前

９
時
～
午
後
３
時
と
1
8
日
午

前
９
時
1
1
時
　
抽
選
・
販
売

日
時
４
月
1
8
日
午
前
1
1
時
か

ら
　
会
場
生
き
が
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
金
ヶ
作
二
七
七
-
四
）

台

数

・

価
格

四

十

台

・
一

台

五

千

円

～

一
万

一

千
円
　

交

通

五

香

駅
東

口
か
ら

新

京
成
バ

ス
「
小

新

山

行

き
」

ま

た
は

「
柏

陵

高

校

行

き

」
で

、

新

栄
町

入

口
下

車

（

五

香
駅

午

前
９

時
2
1
分

・
3
0

分

、
1
0
時
４

分

発

が
あ

り

ま

す

）

※

抽

選

日
当

日
（
1
8
日
）
は

、

五

香

駅

東
口

午

前
1
0
時
発

の

事

業

団
マ

イ

ク

ロ

バ
ス

を

運

行

し

ま

す
（

迎

え
の

み

）
。

車
で

の

来
場

は

ご

遠
慮

く

だ

さ

い

。

生
き
が
い
福
祉
事
業
団
　
8
4
-

3
1
9
1

番

難

病
療

養

者
に

援
助

金

を

支

給
し

て

い

ま

す

が
、「
特

発

性
大

腿

骨

頭
壊

死

症

」

が
４

月
か

ら

難 病指 定の 一 覧

スモン、ベーチェット 病、重症筋無力症

全身性エリト マト ーデス、サルコイド ーシス、再生不良性貧血

多発性硬化症、難治性の肝炎、筋萎縮(いしゆく)性側索硬化症

強皮症、皮膚・多発性筋炎、悪性腎硬化症、特発性血小板減少紫班病

結節性動脈周囲炎、潰瘍性大腸炎、大動脈炎症候群

ビュルガー病、悪性関節リウマチ、天疱瘡(ほうそう)

脊髄(せきずい)小脳変性症、クローン病、慢性腎炎(腎機能不全)

パーキンソン病、アミロイドージス、進行性ジストロフィー症

脊髄性進行性筋萎縮症、後縦靭帯(じんたい)骨化症、ハンチントン舞踏病、

ウィルス動脈輪閉塞症､末梢(まっしよう)神経性進行性筋萎縮症､ｳｪグﾅｰ肉芽腫(にくがしゆ)症、

シャイ・トレ ー方一症候群、突発性拡張型(うつ血型)心筋症、表皮水泡症

膿疱性乾癬(せん)、広範脊柱管狭窄(さようさく)症、原発性胆汁性肝硬変、

重症急性膵(すい)炎、特発性大腿骨頭壊死(えし)症

18歳未満の場合には、下記の疾患が入ります

ネフローゼ症候群、悪性新生物、膠原(こうげん)病

先天性代謝異常、慢性心疾患( 指定あり)

難
病
者
援
護
金
に
一
疾
患
を
追
加

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

歯
を
大
切

に

の
配
置
に

努
め
ま
す
。

以
上
の
よ

う
に
平
成
４

年
度

に
は
、
第
四

次
総
合
五
か

年
計

画
の
根
幹
を
な
す
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
、
現
実
の
も
の
と
し

て
そ
の
全
容
を
現
し
て

き
ま
す
。

事
業
に
よ
っ
て

は
課
題
も
種

種
あ
り
、
社
会
・
経
済
情
勢
に

つ
い
て
も
先
行
き
不
透
明
な
状

況
で
す
が
、
私
は
こ

れ
ら
の
事

業
を
完
遂
す
る
た
め
、
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

企
画
課



広報まつど(4)
第７７８号

楽
し
く
学
ぼ
う
成
人
学
校

第
１
期
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

コーラ スを通じて仲間づくり も広がり ます

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
の
一
六

歳
以

上

の

人

（
親

子
で

の

参

加

も
可

）

４
月
1
1
日
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ

に

希

望

科
目

・

住

所

・

氏

名

・

年

齢

・
電

話

番

号
を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

根
本

三

五

六

松

戸

市
教

育

委

員
会

社

会

教

育

課
へ

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
必
ず
あ
て

名
を
記
入
の
こ

と

※
定
員
を
超
え
た
科
目
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
定
員
に
満
た

な
い
科
目
は
、
４
月
1
5日

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
。

社
会
教
育
課
成
人
教
育
係
　

6
6
-
7
1
4
2
番

真剣なまなざしで花を生ける皆さん

区分 科 目 期 問
曜日

時 間 会 場 講 師 定員 費用 備 考

週

末

講

座

週末の原始技術体験
５月16日

～11月７日
第1･第3土曜日
日曜日３回

午前10時

～午後４時
常盤平第一小学
校講座室

社会教育課学芸頁 15人 実費

世界を学ぶ　Ｉ
作って食べるアジアディ

４月19日

～９月20日
月１回
日曜日

午前10時
～午後１時

市民会館 綾郡 ミノティ氏

各30人

3,000

円

ふきん･エ

ﾌﾞﾛﾝ 持参

筆ペンによる実用ペン習字
４月19日
～７月５日

月２回程度

日曜日
午後１時30分

～３時30分

古ケ崎市民セン

ター
書家 小林陵雲氏

古ヶ畸ペン習字
無地のノート 、筆
ペン・筆記具持参

生涯学習セミナー(松戸塾)
４月18日～

５年３月13日
毎月

第３土曜日
午後２時

～４時
市民劇場

文部省社会教育官

福留 強氏
50人

無 料
親子で楽しむ市境の自然

４月26日

～10月４日
毎月
第１日曜日

終日
初日のみ

婦人会館
20組

交通費等

実 費

昼

間

部

みんなで歩く歴史の道
４月21日

～ ９月８日

毎月

第２火曜日
終日

初日のみ

婦人会館
松戸史談会

神尾武男氏
30人 無 料

交通費等

実　 費

初めて書く人のための書道
４月25日

～ ア月４日
毎週土曜日

午前10時

～正午
馬橋東市民セン

ター

日本書藝院

大角凡黴氏
25人

3,000

円

用具持参実

費あつせん

美しいハーモニーをごいつしよ
に(女声合唱)

４月21日
～７月21日

毎週火曜日
午後１時
～３時30分

市民会館
指揮・則松 彰氏
ジョイフルコーラ

ス

各20人

1,000

内

月曜コー

スもあり

華道入門「初夏のいけ花」
５月８日

～７月10日
毎週金曜日

午前10時

～正午
矢切小学校講座
室

松戸華道協会
10,000

円

はさみ、

剣山持参

急場をしのぐ 男の料理
４月22日

～７月15日
毎週水曜日

午前10時

・～午後１時
婦人会館

栄養改善推進員

土屋 信子氏

1000円

-実費

ふきん・
エプロン

持参

ジャンルで巡る博物館
４月23日

～7月２日
第１・第３木
曜日

午前９時30分
｀ ～午後２時

初日のみ婦人会

館
国立科学博物館ほ
か

無 料
交通費等
実 費

ローマ字とABC
４月28日

～７月14日
毎週火曜日

午後１時30分

‘ ～３時
婦人会館

国際親善クラブ

中沢 典子氏
500円

こんな時どう言う？

場面で学ぶ英会話
４月21日

～６月30日
毎週火曜日

午前10時

～正午

六実市民センタ

ー
国際親善クラブ

黒川　 桂子氏
無 料

夜

間

部

みんなで考える世界史

メソポタミ アから湾岸まで

５月６日

～６月３日
毎週水曜日

午後６時30分
～８時

教育委員会６階

会議室
聖徳高校教諭

福田 尚文氏

各20人

無 料世界を学ぶ　IV

アメリカ"発見" 500:年
４月21日

～６月 ９日
月２回
火曜日

午後６時30分

～８時30分
図書館学習室

放送大学教授

阿部 斉氏

日本画の基礎～淡彩画～
５月'6日

～６月24日
水曜日

午後６時30分

～８時30分

常盤平市民セン

ター別館

日展会友

吉村 酵三郎氏

吉村 卓司氏

画 材

持 参

ない方は

実費あっ

せん
男のこだわり　 Ｉ

手編みで作るベスト
４月27日
～７月６日

毎週月曜日
午後６時30分

～８時30分
婦人会館

ヴォーグ手芸松戸

支部長･渡辺俊子氏
15人

4,500

円

行
政
を
効
率
的
に
運
営
し
、

市
民
サ

ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る

た
め
に

、
４

月
１
日
付
け
で
市

の
組
織
を
一
部
変
更
し

ま
し
た
。

民
生

局
の

設

置

保
健
衛
生
部
、
福
祉
部
お
よ

び
厚
生
部
の
三
部
を
統
括
す
る

民
生
局
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し

ま
す
。

福

祉
医

療
セ

ン
タ

ー
開
設

準

備
室
の
移
管

（
仮
称
）
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー

の
開
設
に
備
え
て

、
病
院
事
業

管
理
者
の
下
に

移
管
し
ま
し
た

。

課

の
設

置

▽
女
性
課
・
婦
人
担
当
室
を
改

組
拡
充
し

、
名
称
を
女
性
課

と
し

ま
し
た
。

▽
資
産
税
課
の
改
組
・
資
産
税

課
を
二
つ
に
分
け

、
資
産
税

調
査
課
と
資
産
税
課
税
課
を

立
し
ま
し
た

。

▽
戸
定
歴
史
館
…
昨
年
開
設
し

た
戸
定
歴
史
館
を
課
と
し
て

位
置
付
け
ま
し
た
。

課
の

名
称
変

更

▽
文
化
会
館
開
設
室
・
(
仮
称
）

文
化
会
館
の
開
設
に
対
応
す

る
た
め
、
従
来
の
文
化
施
設

建
設
準
備
室
の
名
称
を
改
め

、

課
の
性
格
を
明
確
に
し
ま
し

た
。

業
務

の
移
管

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み
窓
口

が
、
福
祉
事
務
所
か
ら
保
育

心
課
に
変
わ
り
ま
し
た
。

事
務
管
理
課

設

置

し

ま
し

た

。

▽
北
山
会
館
…
北
山
市
民
会
館

と

斎

場

を

管
理

す

る

課
を

設

置

し
ま

し

た

。

▽
景
観
担
当
室
・
建
設
局
内
の

事

業
の

調

整

と
景

観

形

成
の

た

め

の

調

査
研

究

を

行
い

ま

す

。

▽
博
物
館
開
設
室
・
(
仮
称
)
博

物

館

の

開
設

準

備

を
行

う

た

め

、

美

術
館

準

備

室
か

ら

独

「
二

十
一
世

紀
の
森
と

広
場

」
周
辺

が

屋
外

広
告
物
禁
止
地

域
に
な
り

ま
す

総
合
公
園
「
二
十
一
世
紀
の

森
と
広
場
」
と
そ
の
周
辺
（
左

図
参
照
）
が
、
４
月
か
ら
千
葉

県
屋
外
広
告
物
条
例
に

基
づ
く

禁
止
地
域
に
指
定
さ
れ
る
予
定

で
す
。
県
の
告
示
以

後
は
、
こ

の
地
域
内
で
屋
外
広
告
物
（
自

家
用

広
告
を
除
く
）
を
掲
示
す

る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
や
す
ら

ぎ
と
憩
い

の

場
を
広
告
物
の
乱
立
か
ら
守

り

、
良
好
な
景
観
を
保
全
す
る

こ
と

が
目
的
で
す
の
で

、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
築
指
導
課
庶
務
係

生
産
緑
地
地
区

指
定
の
申
請
手

続
き
を

農
地
の
生
産
緑
地
指
定
に
つ

い
て
意
向
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

市
街
化
区
域
内
農
地
六
百
六
十

七
㌶
の
う
ち
百
七
十
四
㌶
（
農

地
の
二

六
％
）
・
農
地

所
有
者

数
三

千

九
百
人

の

う
ち
四

百

七

十
人

（
所
有
者
の
一
二
％
）

の
意
向
が
あ
り
ま
し
た
。

意
向
の
あ
っ
た

農
地
に
つ
い

て
は

精
査
・
現
地
確
認
の
結
果
、

指
定
が
可
能
な
農
地
所
有
者
に

生産緑地指定・今後のスケジュール

申
請
書
類
を
送
り
ま
し
た
の
で
、

続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

。

申
請
の
期
間
、
場
所
に
つ
い

て

も
個
人
通
知
を
し
て
い

ま
す
。

※
指
定
意
向
が
あ
っ
て
、
申
請

書
類
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い

人
は
、
４
月
2
4日

ま
で
に

至
急
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

。

都
市
計
画
課
地
域

計
画
係

あなたも健康的にスリ ムに

春のスリムコース

対
象
肥
満
ま
た
は
肥
満
傾
向

に
あ
る
人
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の

健
康
増
進
指
導
コ

ー
ス
を
受
け

た
人
（
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
。

一
年
以
上
経
過
し
て
い

る
人
は

受
け
て
く
だ
さ
い
）
　
定
員
先

着
四
十
人

４
月
６
日
～
1
5
日
の
間

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
健
康

増
進
セ
ン
タ
１
　
6
5
-
5
5
8

8
番
へ

期日 曜日 時 間 内 容

５／７

各

木

曜

日

午前10時～
午後 Ｏ時30分

オリエンテーション・生活習慣の見
直し

14
午前９時15分

～正午
血液検査、太らない食べ方のポイン
ト 、正しい歩き方実習

21
午前10時
～午後１時

私の適量(調理実習)
※みそ汁持参(塩分測定)

28
午前10時

～正午
コレステロールについて(医師の話)

６／４ 午後１時30分
～３時

運動実技

11
午前10時
～午後１時

組み合わせのいろいろ(調理実習)

18
午前匐時

～正午
減量体験談・歩き方チェック

25
午前10時

～正午
私の工夫と０ ＆Ａ

７／２ 午前９時15分
～午後１時

血液検査・計測
私の一食分再チェック(調理実習)

９
午前10時

～正午
終了式

４
月
１
日
か
ら

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た



1992 年(平成４年)４月５日(5)広報まつ
ど

市
民
葬
儀
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
葬
儀
制
度
は
、
市
民

が

経
済
的
で

厳
粛
な
葬
儀
が
行
え

る
よ
う
設
け
ら

れ
ま
し
た

。

市
と

、
市
の

指
定
を
受
け
た

葬
祭
業
者
の
問
で
、
内
容
や
料

金
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

、
合

意
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。

葬
儀
の
際
は
、
市
民
葬
儀
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

対

象
…
施
主
ま
た
は
死
亡
者

が
松
戸
市
民
で

、
市
内
で

行
う

葬
儀

市民葬儀取扱指定店一覧(50音順)･表①

内

容
・

こ

の

制
度

で

利

用
で

き

る

祭
壇

の

種

類
と

料

金
は

表

②
の

と

お

り
で

す

。

※
た
だ
し
、
棺
・
遺
影
写
真
代
・

礼
状
印
刷
代
・
読
経
料
・
供

花
代
・
市
の
式
場
使
用
料
・

火
葬
料
・
霊
柩
（
き
ゅ
う
）
自
動

車

使

用

料

・
納

骨

容
器

代

は

こ

の

料

金
に

は

含

ま

れ
て

い

ま
せ

ん

。
申

し

込
み

の

際

取

扱

指

定

沍
へ

お

問
い

合

わ

く

だ

さ
い

。

市

民

葬

儀
取

扱

店
（

表

①
）
へ

斎
場
　
8
7
-
4
0
4
2
番

店 名 住 所 電　話

㈲ 愛 蓮　　社 西馬橋相川町169 42-4444

石 井 葬 儀 社 五香六実479 86-0856

㈲ 伊 原 葬 儀 社 馬橋1903 43-4310

㈲ カ ィ ン ド 社 古ヶ崎2-3148-  6 44-5222

㈲柏葬祭センター 上本郷3004 65-6144

㈲ 広 善 社 幸谷682 41-3356

㈲渋谷花店葬祭儀部 小金きよしヶ丘4-15-13 41-6644

㈱ 正 宗 典 礼 一ッ木二葉町198 48-4444

昭 和 興 業 ㈱ 北松戸1-9-2 福岡ビル２Ｆ 69-4444

㈱ 杉 浦 葬 儀 店 根本５-４ 62-2542

セント ラ ル総合㈱ 河原塚258 91-9118

㈲ 創 蓮 社 二十世紀が丘戸山町125 91-1611

㈲ 大 典 社 高塚新田631 91-5726

㈲ 東 葛 葬 祭 松戸1485 63-2001

㈲ときゎ平 葬儀社 常盤平2-21-1 85-2622

㈲都民典礼松戸営業所 五香六実280-47 85-2237

㈱　日　 本　式　典 栄町4-205-  4 64-0495

㈱ 富 士 見 式 典 栄町1-20-17 67-1140

㈱ 松 戸 葬 儀 社 松戸1692 64-4444

㈲ 藪 崎 葬 儀 社 小山227 62-2317

㈱ライフケア 松戸1112 63-0983

霊柩車使用料火葬料(１体につき)祭壇の種類と料金･ 表②

実車料10kmまで4,000 円

１㎞増すごとに　140円

区　分 料　金

15歳以上 3,000円

巧歳未満 1,600円

死　　 胎 1,000円

種　類 料　金 内　　容

Ａ　５段飾り 80,000円

祭壇貸し付け・飾り付
け、受付用品、消耗品

などを含む

Ｂ　３段飾り 50,000円

０　３段飾り 38,000円

(
財
)
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基

金
で

緑

化

推

進
の

標
語

を

募

集
し

た

と
こ

ろ

、
十

八

人

、
四

十

九

点
の

応

募

が
あ

り

ま
し

た
。

厳
正

な

審

査
の

結

果

、

最

優

秀

賞
に

は

、

浅
田

信

孝

さ
ん

の

「

育
て

よ

う

水
と

緑

の

豊
か

な

未
来

」

に

決

ま
り

ま
し

た

。

今
後
、
基
金
の
目
的
で
あ
る

緑
化
推
進
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
づ

く
り
な
ど
に
、
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

他
の
入
選
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〔
優
秀
賞
〕
松
尾
健
二
・
日
野

資
津
子
　

〔
佳
作
〕
渡
辺
新
之

助
・
阿

南
孝
浩
・
芦
田
留
理
子

・
深
澤
静
子
（
敬
称
略
）

(
財
)
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
（
市
役
所
内
）

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

浅
田
信

孝
さ
ん
（
大
金
平
）

前
回
も
応
募
し
ま
し
た
の

で
、
今
回
が
二
度
め
の
応
募

で
し
た
。
再
度
の
挑
戦
が
最

優
秀
に
な
り
、
本
当
に
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
松
戸
市
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
、
標
語
に
し
て
み

ま
し
た
。
緑
化
推
進
に
つ
い

て
は
大
い
に
賛
成
。
自
然
の

豊
富
な
松
戸
市
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

危

険
物
取

扱
者

試
験

期
日
６
月
2
8日
　

会
場
日

本
大
学
理
工
学
部
（
船
橋
市
）

科
目
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種

受
付
期
間
４
月
2
1日

～
2
4日

松
戸
市
危
険
物
安
全
協
会
事

務
局
（
市
消
防
局
内
）
　
6
3
-

1
1
1
1
内
線
２
０
７
番

地

価
評

価
等

の
無

料
相
談

４

月
７
日

午
前
1
0時
～
午

後
４

時
　
会
揚
東
葛
飾
支
庁
六

階
第
二
会
議
室

(
社
)
千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士
協

会
　
0
4
7
2
-
2
5
-
3
0
4

9
番

中

高
年

齢

労
働

者
受

講
奨
励

金
（

制
度
）

の

活
用

を
　

対
象
①
四
十
五

歳
以
上
の
雇

用
保
険
被
保
険
者
②
労
働
大
臣

指
定
の
通
信
・
通
学
教
育
修
了

者
③
受

講
料
を
全
額
自
分
で

支

払
っ
た
人

雇
用
促
進
事
業
団
千
葉
雇
用

促
進
セ
ン
タ
ー
　
0
4
7
2
-

4
8
-
７
７
６
６
番

中
小
企
業

融
資
制
度

の
金
利

を
引
き
下

げ

融
資
対
象
市
内
に
営
業
所
を

有
し

、
一
年
以
上
引
き
続
き
同

一
事
業
を
営
み
、
市
税
を
完
納

し
て

い
る
こ
と

※
融
資
額
の
合
計

が
四
百
五
十

万
円
以

内
の
場
合
は
、
無
担

保
・
無
保
証
人
制
度
あ
り

。

商
工
課
振
興
係

運転資金 設備資金

融資限度額 500万円 1,000万円

返 済 期 間 ３年以内 7年以内

融 資 利 率

1年以内　年5.8%

3年以内　年6.1％

7年以内　年6.4％

7 年 超 年6.5%

※7 年超の融資は、公害防

止施設資金と新規大型店

出店資金のみ

利子補給率

小 売 商 業 年3.26%

その他年26%

公害防止施設資金支払利息6%

新規大型店出店資金年4.0%%

信用保証料

融資額50万円以下 年0.55％

融資額100万円以下 年0.80％

融資額100万円超　年1.00％

期 日 内 容 開演時間

4/5( 鎌ケ谷高校吹奏楽部定期演奏会 15:00

12 松戸民踊連合会民踊大会 10:30

18 専修大学松戸高校吹奏楽部定期演奏会 17:30

23 民音デユークエイセスシヨー　　　　☆ 18:30

25 東葛混声合唱団合唱発表会　　　　　☆ 18:30

29 ふるさと会民謡民舞踊チャリティーショー　 ☆ 10:30

5/1 葵舞踊まつり 11:00

３ 松戸市民謡連盟大会 10:00

５ 清少年とオーケストラの協演　　　　☆ 14:30

※月曜日は休館です｡ ☆印のついている催し物は有料で

す。

※電気室等改修工事のため、10月６日～８日の間臨

時休館になります｡利用の受け付けは10月７日 から

行います。

市民会館　68-1237 ～9番

期 日 内 容 開演時間

4/5(1日) 新松戸幼稚園ピアノ発表会 11:0

0９困 万葉集講座 10:00

11圉 ピアノ・エレクト ーン発表会 14:30

12(日)
交通安全フェアー 14:00

カラオケ発表会 18:15

15伽 健康カラオケ・コンテスト 18:30

18圉･19(日) ヤマハ音楽教室発表会 14:00

22伽 映画「鳥よ冀をかして」　　　　 ☆ 10:00

24廁 中央学院大学フォークソング部ﾗｲ ﾌﾞｺﾝｻｰﾄ 16:30

25出 ピアノ発表会 16:00

26(日) ピアノ・エレクトーン発表会 12:00

2朕 ノオン･ヒエココンサート（アルゼンチン）☆ 18:30

29㈲ ピアノ発表会 12:30

５／２圉 ピアノ・エレクトーン発表会 15:00

３囚 則松音楽教室ピアノ発表会 13:30

５㈲ おけさ会民謡民舞発表会 10:30

※月曜日は休館です｡☆印のついている催し物は有料で

す。

市民劇場　68-0070番

期間 4/17 まで 4/18～5/1 5/2～15

東ギ
ャ
ラ
リ
ー

松戸シルクスクリ

ーンの会　ｲ乍品展
ホビー綰の会展

松戸あひる会絵

画 展

西
ギ
ャ
ラ
リ
ｊ

中込新吾

松戸近郊スケッチ展

松戸ペン習字サークル

合同作品展

菊地健蔵

淡彩スケッチ展

社会教育課成人教育係　66-7462 番

期　　間 内　　　　　容

4/7C 火)～12(日) 東葛美術展

14(火)～19(日)
木曜会展(洋画)

松戸版画の会木版画展

21～26 草月生け花展

24～26 武田書道会展

開館時間…午前10時～午後６時(初日と最終日は変更あり)

※月曜日は休館です。

文化ホール登67-7810 番

期　日 時　間 会　　 裾

4/1500

午後３時

Ｓ

４時

図書館本館

16困 明市民センター

17刪 小金市民センター

22冰） 図書館本館

23困 矢切公民館

24闌 六実市民センター

でんわおはなしキャラバン(テレホンサービス)

63-9999 番

市立図書館　65-5115 番

期間 内 容

4/12 まで 華族のくらし・松戸徳川家所蔵品展

24 ～7/26 松戸の明治・写真で探る明治の原像

入場料…大人51円・小中学生20円

※月 曜 日は休 館で す。

※4/13 ～23 は、展示 替 えの た め休 館で す。

戸定 歴 史館　62-2050 番

戸 定 歴 史 館

おはなしキャラバン

文化ホールギャラリー

「育てよう水と緑の豊かな未来」

緑化推進の標語が決まりました

松戸駅市民ギャラリー

市民劇場

市民会館

経済的で安

心です



広報まつど(6

)

第７７８号

松

戸
子

ど
も
劇

場

「
ネ
コ

く

ん

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク
へ

行
く

」

４

月
９
日
出
午
後
３
時
3
0分
・

６
時
開
演
の
二
回
、
1
0
日
午

後
４

時
開
演
　

会
場
市
民
会
館

費
用
三
千
円

松
戸
子
ど
も
劇
場
・
高
橋
　

6
1
-
１
６
０
６
番

松
戸

市
歩

こ
う

会

「
新
緑
の

川
村

記
念

美
術

館
へ
」

５
月
３
日
午
前
６
時
5
0
分

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
集

合
、
午
後
４

時
ご
ろ
Ｊ
Ｒ

総
武

線
物
井
駅
で
解
散
示

雨
決
行
。

中
止
の
場
合
は
1
0
日
に
延
期
〕

行
き
先
四
街
道
～
物
井
（
佐
倉

市
）
徒
歩
約
十
八
㌔
（
途
中
、

送
迎

バ
ス
の
利
用
可
）
　

費
用

一
人
四
百
円
（
一
家
族
四
人
ま

で

五
百
円
。
昼
食
は
持
参
）

交
通
費
大
人
片
道
八
百
円
　

定

員
百
五
十
人

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二

九
九
-
一
矢
切
公
民
館
内
松
戸

市
歩
こ
う
会
実
行
委
員
会
　

6
8
-
1
2
1
4
番
）
へ

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

人

あ
つ
ま

り
展

４
月
1
5
日
ま
で
午
前
1
0
時

～
午
後
６
時
　
会
場
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ウ
ィ
ン
ズ
（
新
松
戸
三
-
五

五
）
　
内
容
東
葛
在
住
の
美
術

冢
グ
ル

ー
プ
の

作
品
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ウ
ィ
ン
ズ
　
4
9
-

2
5
2
5

番

催

し

物

ラ
イ

オ
ン
ズ
コ

ン

サ

ー
ト

５
月
1
6日

午
後
４

時
開
演

会
揚
市
民
劇
場
　

定
員
三
百
人

費
用
無
料
　
出
演
内
田
元
也
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
コ

ー
ラ
ス

、
邱
玉

蘭
　
内
容
童
謡
か
ら
オ
ペ
ラ
ま

で

往
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
人
数

二
枚
に
つ
き
三
人
ま
で
）
を
記

入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
四
七

二
大
橋
ビ
ル
ニ
階
松
戸
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
・
高
橋
　

6
2
-
1
8
0
0
番
）
へ

健

康
カ

ラ
オ

ケ
コ
ン
テ
ス

ト

４

月
1
5日

午
後
６
時
開
場

会
揚
市
民
劇
場
　

費
用
無
料

健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨

永
　
4
1
-
3
6
2
3
番

江
戸
川
ハ
イ
キ
ン
グ

４
月
1
2
日
午
前
９
時
3
0
分

か
ら
（
雨
天
の
場
合
は
1
9
日

に
延
期
）
　
　
集
合
揚
所
坂
川
土

地
改
良
区
事
務
所
前
（
松
戸
駅

西
口
中
央
通
り
を
江
戸
川
に
向

か
っ
て
直
進
、
突
き
当
た
り
の

土
手
）
　
内
容
江
戸
川
沿
い
の

野
草
を
摘
み
な
が
ら
市
川
市
里

見
公
園
ま
で
約
六
・
七
㌔
を
歩

く
　
費
用
無
料
　
持
ち
物
弁
当

・
水
筒
・
摘
み
草
用
具
・
ビ
ニ
ー

ル

袋
・
軍
手
な
ど
　
定
員
先

着
五
十
人

４
月
1
0日

午
後
４

時
ま
で

に
、
電
話
で
江

戸
川
を
守
る
会

松
戸

支
部
事
務
局

（
市
役
所
公

害
課
内
）
へ

昨
年
の
江
戸
川
ハ

イ
キ
ン
グ

竹
馬

・
竹

ト

ン
ボ
・

竹

ぼ
う

き
作

り

４

月
1
9日

午
前
1
0時
～
午

後
２

時
　
会
場
船
橋
県
民
の
森
・

集
い
の

広
場
　

費
用
無
料
　

定

員
五
十
人
　

持
ち
物
昼
食
・
手

袋
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、
船

橋
市
大
神
保
五
八
六
-
二
船
橋

県
民
の
森
管
理
事
務
所
　
0
4

7
4
-
5
7
-
4
0
9
4
番
へ

喜

楽
家

バ

ザ
ー

４
月
1
9
日
正
午
～
午
後
２

時
会
場
喜
楽
家
（
馬
橋
二
九

八
六
）

※
バ
ザ
ー
へ
の
物
品
供
出
と
お

手
伝
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

喜
楽
家
　
4
4
-
9
9
5
1
番

託

老
所

「
ゆ
う

ゆ
う
広

場
」

を

開
設

毎
月
第
三
月
曜
日

、
午
前
９

時
3
0分
～
午
後
３
時
3
0分
　

対

象
痴
ほ
う
性
老
人
で
軽
い
介
護

が
必
要
な
人
（
あ
る
程
度
身
の
回

り
の
こ
と
が
で

き
る
人
）・
十
人

※
家
族
の
送
迎
が
必
要
で
す
。

会
揚
婦
人
会
館
　

費
用
千
円

ハ
ガ
キ
に
対
象
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
、
保
護
者
の
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
一
三

五
高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
松

戸
ゆ
う
ゆ
う
会
・
浅
野
　
6
2
-

3
9
8
9

番
）
へ

浄
水

場
施

設
見

学
会

６
月
２
日

午
前
９

時
3
0分

千
葉
三
越

デ
パ
ー
ト
前
集
合

午
後
４
時
解
散
雨

天

決
行
）

場
所
柏
井
浄
水
場
(
千
葉
市
）
・

印
旛
沼
　
対
象
県
営
水
道
を
使

用
し
て
い
る
人
百
人
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
　
費
用
無

料
（
昼
食
付
)

４
月
3
0
日
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
参
加
希
望
者
全
員
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
〒
2
6
0
千
葉
市

中
央
区
長
洲
一
-
九
-
一
千
葉

県
水
道
局
管
理
部
総
務
企
画
課

0
4
7
2
-
2
3
-
4
5
0

0
番
）
へ

「
青

少
年

と
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ

の
協

演
」

５

月
５
日

午
後
２
時
3
0分

開
演
　

会
揚
市
民
会
館
　

演
奏

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
合
格
者
と
東

京
メ
モ
リ
ア
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
（
金
井
敬
指
揮
）
　
費
用
千
円

（
全
席
自
由
）
　
前
売
り
所
常
盤

平
西
友
店
・
新
松
戸
ユ
ー
カ
リ

書
林
・
チ
ケ
ッ
卜
ぴ
あ
（
ボ
ッ

ク
ス
ヒ
ル

六
階
）
　・
伊
藤
楽
器

（
松
戸
駅
東
口
）

松
戸
市
文
化
振
興
財
団
（
社

会
教
育
課
内
）
6
4
-
9
1
9

1
番

講
座
・
講
演

日

本
画

初
心

者
講
座

毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日
（
一

年
間
）
、
午
後
１
時
3
0分
～
３
時

3
0
分
　
会
揚
松
戸
共
同
高
等
職

業
訓
練
校
（
松
戸
市
小
金
原
四
-
三
十
三
-
一
)
　

費
用
月
三
千

円
（
材
料
費
実
費
）
　
定
員
二
十

人
　
説
明
会
４
月
1
4
日
午
後

１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

４
月
６
日
～
1
0
日
の
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
の
間
に
、

電
話
で
松
戸
共
同
高
等
職
業
訓

練
校
　
4
4
-
4
8
2
3
番
へ

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会４

月
1
4
日

か

ら

毎
週

火

曜

日
（
全

五

回

）
、

午
後
７

時
～

８

時
3
0
分
　

会
場

矢

切
公

民
館

費
用

千

五
百

円

矢
切
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好

会
・
武
田
　
6
2
-
8
7
1
6
番

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会５
月
1
2
日
～
７
月
1
4
日
の
毎

週
火
曜
日
、
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1

時
（

全

十

回

）

会

場

馬

橋

市

民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

千

五

百

円

コ
ス
モ
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
・
石
井
　
4
1
-
4
6
8

8

番

ス
ラ

イ
ド

と
講
演

の
会

「
日

本
建

築
の
装

飾
彩

色
に

つ

い

て
」４

月
1
8日

午
後
２

時
～
３

時
3
0分
　

会
揚
文
化
ホ
ー
ル

講
師
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
情

報
資
料
研
究
部
教
授
・

濱
島
正

士
氏
　

定
員
先
着
三
十
人

電
話
で
文
化
ホ
ー
ル
　
6
7
-

7
8
1
0

番
へ

オ

ス
ト

メ
イ
ト

社
会

適
応

訓

練
講

習
会

４
月
2
6
日
午
前
1
0
時
～
正

午
　
会
場
千
葉
市
蘇
我
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ

蘇
我
駅
下
車
徒
歩
三
分
）
講

師
Ｅ
Ｔ
（
ス
ト
ー
マ
療
法
士
)

・
遠
藤
恵
美
子
氏
　

対
象
オ
ス

ト
メ
イ
ト
〔
人
工
肛
（
こ
う
）

門
・
人
工
膀
胱
（
ぽ
う
こ
う
）

造
設
者
〕
と
そ
の
家
族
、
医
療

関
係
者
　
費
用
無
料

(
社
)
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千

葉
県
支
部
・
村
山
　
0
4
7
4
-

5
1
-
5
5
8
1
番

ビ

デ
オ

カ
メ
ラ

入
門

教
室

４
月
2
1日

・
2
2日

・
2
3

日

、
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0

分
　

会
揚
矢
切
公

民
館
　
対

象
一
般
男
女
・
十
五
人
　

講
師

松
下
電
器
産
業
㈱
・
平
岡
一
郎

氏
　

費
用
無
料

矢
切
公
民
館
　
6
8
-
1
2
4

1
番

若

い

女

性

の

た

め

の

生

活

講

習
４

月
2
5
日

～
1
2
月
1
2
日
の

第

二

・

第
四

土

曜
日
（
全
十
五
回
）
、

午

後
３

時

～
６

時
　

会

場

婦
人

会

館
　

費

用
二

万

二

千

円

（
材

料
費

含

む

）
　

内

容

料

理
・

ア

イ

ロ
ン

か

け

な
ど

松
戸
友
の
会
・
藤
井
　
6
3
-

7
6
2
2

番

ふ

れ

あ

い
教

室
（

ペ

ン

習

字

）

５

月
６

日

～
７

月
2
2
日
の

毎

週

水

曜
日

、

午

後
６

時
3
0
分

～

８

時
3
0
分
（
全
十

二

回

）
　
会
場

勤
労

会

館
　

対

象
市

内
在

住

・

在

勤
の

勤

労

者
　

定

貫
五

十

人

（

申
し

込

み

多
数

の

場

合
は

抽

選
）

費

用

教
材

費

千
五

十

円

４
月
1
3
日
〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

勤
務
先
・
教
室
名
（
ペ
ン
習
字
）

を
明
記
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根

二
八

七

-
－
五
松
戸
市
役
所
商

工

課
労

政

係
へ

お
さ
ら

い
茶
会

４
月
2
6日

午
前
1
0時
～
午

後
３

時
　

会
場
松
雲
亭
　
費
用

二
千
円

小
金
煎
茶
サ
ー
ク
ル
・
渋
谷
　

4
5
-
0
4
8
5
番

家
事

を
楽

し

く

４
月
2
1
日
～
７
月
７
日
の
毎

週
火
曜
日
（
全
土

回
）
、
午
前
1
0

時
～
正
午
　

会
揚
婦
人
会
館

費
用

一
万
円
（
実
習
費
含
む
）

定
員
先
着
三
十
人
　

内
容
衣
食

住
・
家
計
な
ど

松
戸
友
の
会
・
藤
井
　
6
3
-

7
6
2
2

番
募
集
し
ま
す

ホ

ー
ム

ヘ
ル
パ

ー
（
非

常
勤

）

を
募

集

市
内
在
住
で
、
健
康
で
福
祉

に
熱
意
の
あ
る
四
十
五
歳
ま
で

の
女
性
を
若
千
名
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容
老
人
・
心
身
障
害

者
の
世
話
　
勤
務
時
間
応
相
談
賃
金
時
間

給
九
百
六
十
円

４
月
1
5
日
ま
で
に
、
履
歴

書
を
直
接
お
せ
わ
課
へ

まつど

今昔

写真館

坂 川

千

葉
県
技

術
・

市
場

交
流

プ

ラ

ザ
参
加

者

を
募
集

応
募
資
格
原
則
と
し
て
県
内

中
小
企
業
者
　

締
め
切
り
４
月
3
0

日電
話
で
千
葉
県
商
工
労
働
部

工
業
課
指
導
係
　
０
４
７
２
-

2
3
-
2
4
4
5
番
へ

パ

ー

ト

看

護

婦

を

募

集

対

象
看

護

婦
の

免

許

を
持

っ

て

い

る
（
准

看
護

婦

を

除
く

）
、

五
十

九

歳
ぐ

ら

い

ま
で

の

人

仕
事

の

内
容

各

種

検

診

な
ど

の

看
護

業

務

健

康

管
理

課

業

務

係

国
民

健
康

保
険

料
収
納

員

を

募
集担

当
地
区
稔
台
・
根
本
・

高

塚
新
田
ほ
か
　

定
員
三
人

国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
収

納
係

女

性
の

つ
ど

い
実
行

委
員

を

募

集「
松
戸
市
女
性
の
つ
ど
い
」

は
女
性
問
題
解
決
を
目
指
し
て
、

性
の
違
い
、
世
代
の

違
い
を
超

え
て

語
り
合
う
広
場
で
す
。「
つ

ど
い
」
の
企
画
・
運
営
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か

。

応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
人

※
前
回
の
つ

ど
い
の
報
告
集
を

ご
希
望
の

方
は
連
絡
を
。

４
月
3
0
日
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

実
行
委
員
に
応
募
と
明
記
し
て

〒
2
7
1
松
戸
市
本
町
一
四
-
一
〇

婦
人
会
館
内
女
性
課
　
(
6
2
-

5
6
9
5

番
）
へ

交

通

死

亡

事

故

多

発

警

報

発

令

中

今
年
に
な
っ
て
県
内
で
百

三
十
四
人
死
亡
（
3
/
2
4
現
在
）

古ヶ崎浄水場前・昭和初期

(倉本さ ん提供)

江戸川に沿って市内を南北に流

れている坂川は、時にははんらん

しながらも周りの田畑を潤してき

ました。

また物資の輸送に使われたり、

魚とり、水遊びなどの場となった

り、暮らしと密着したさまざまな

面を持っていました。

市民の方からも坂川の写真が多

く寄せられています。そのうちの

いくつかをご紹介します。
漁風景・昭和28年

(埜村さん提供)
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1992 年(平成４年)４月５日[7]広報まつ
ど

ご参加ください　情報

み
ど
り
の
日
チ
ャ
リ
テ
ィ
ミ

ッ
ク
ス
・
テ
ニ
ス
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

４

月
2
9日

午
前
９
時
か
ら

会
場
松
戸
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ

費

用
一
組
四
千
円

ス
ポ

ー
ツ

教
室

※
費
用
は
全
額
(
財
)
ま
つ
ど
街
と

水
辺
の
緑
化
基
金
に
寄
付
き

れ
ま
す
。

４
月
1
0
日
ま
で
に
、
申
込

用
紙
に
記
入
し
、
費
用
を
添
え

て
直
接
松
戸
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
(

6
2
-
3
0
4
7
番
）
へ

ス
ポ
ー
ツ

講 座 名 日 時 会費
対象・定員 費 用

ソフト バレーボール

教室

4/18～7/11 の間の

毎週土曜日

午後7時～９時

運動公園体育

館

小学生以上

先着40人

無料

ﾐﾆ ﾊﾞｽｹﾂﾄ ﾎﾞｰﾙ

教室

4/19～5/31 の間の

毎週日曜日

午前９時～1塒

常盤平体育館

小学校4 ～

6 年生

先着40人

４
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
、

直
接
運
動
公
園
内
ス
ポ
ー
ツ
課

（
6
3
-
9
2
4
1
番
）
窓
口

へ

。

電
話

も
可

。

ソ

フ
ト

ボ

ー
ル
大
会

大 会 名 日　 時 会　 場 対　 象 費 用

松戸市家庭婦人

ソフトボール大会

4/26
午前８時から

予備日5/3C)
聖徳大附属高校

ｸﾞﾗｳﾝ ﾄﾞ

市内在住の

家庭婦人

１チーム

3,000円

家庭婦人京葉ガス

杯ｿﾌﾄ ﾎﾞｰﾙ 大

会

6/7 日

午前８時から

予備日6/14）

市内在住の

高校生以上

の女性

無料

４
月
1
1
日
午
後
２
時
か
ら

運

動
公

園

会

議
室
で

の
代

表

者

会

議
で

受

け
付

け

家
庭
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
・
藤
沢
　
9
1
-
5
2
3
6
番

グ
ラ

ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
教

室

４
月
1
2日

午
前
９

時
～
午

後
１
時
　

会
揚
栗
ヶ
沢
小

学
校

校
庭
　

費
用
無
料
　
対
象
市
民

当
日

会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
松
丸
　
4
3
-

6
6
0
8

番

市
民
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

ダ
ブ

ル

ス
大
会

４

月
2
9日

午
前
９
時
～
午

後
５

時
　
会
揚
小

金
原
体
育
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
　

費
用
登
録
者
一
人
千
二
百

円
、
未
登
録
者
一
人
千
五
百
円

種
目
男
女
と
も
一
部
～
四
部

４
月
1
7
日
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
ク
ラ
ブ
名
を
記
入
し
て
〒

2
7
0
松
戸
市
中
和
倉
三
〇
四
-
八

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
長
谷
川

(
4
1
-
7
9
2
5
番
）
へ

ト

レ

ー
ニ
ン

グ
機

器

操
作
講

習

会４
月
1
8日

午
後
１

時
3
0分

～
３
時
3
0分
　

会
揚
青
少

年
会

館
樋
野
口
分
館
　

費
用
無
料

対

象
高
校
生
以
上
・
先
着
二
十

人
（
三
十
歳
未
満
の
人

優
先
）

電
話
で
青
少
年
会
館
本
館
　

4
4
-
8
5
5
6
番
へ

市

民
氷

上
大
運

動

会

４
月
1
9
日
午
前
９
時
～
正

午
　
会
揚
新
松
戸
ス
タ
ー
ラ
ン

ド
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
で

小
学
生
以
上
の
ス
ケ
ー
卜
の
で

き
る
人
　

費
用
一
人
千
円
（
昼

食
代
を
含
む
）‘
　
定
員
先
着
百

五
十
人
　

内
容
ア
イ
ス
ス

ケ
ー

ト
に
よ
る
氷
上

ゲ
ー
ム
な
ど

※
運
動
会
終
了
後
、
午
後
５
時

ま
で
自
由
滑
走
と
な
り
ま
す
。

電
話
ま
た
は
フ
ア
ッ
ク
ス
で
、

松
戸
市
ス
ケ
ー
ト
連
盟
事
務
局
　

4
1
-
2
1
2
1
番
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
4
5
-
2
0
8
1
番
へ

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、
住
所

・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

保

健

衛

生

Ｄ
Ｐ
Ｔ
（

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百

日
せ
き
、
破
傷
風
混
合
）
ワ

ク
チ
ン
個
別
接
種

接

種

揚
所

市

内

の

委
託

医

療

機
関
　

対

象
一

期
＝

生
後

三
ヵ

月
～

四

十
八

ヵ

月

未
満

の

人
で

三

回

接

種
し

ま

す

〔

生
後
四

十

八

ヵ

月
～

七

十

二
ヵ

月

未

満
の

人

お

よ

び
百
日

せ

き
に

か

か

っ

た

こ

と
の

あ

る
人

は

、
Ｄ
Ｔ
（
ジ

フ

テ

リ
ア

、

破

傷
風

混

合

）
〕
で

接

種
し

ま

す

。
二

期
＝

一

期
終

了

後

十
二

ヵ

月
～

十

八

ヵ

月
の

間
に

一
回

接

種
し

ま

す
　

申
し

込

み

を

す
る
人

六

歳

未

満
の

人

で

、

一
期
（
三

回
）
、
二

期

（
一

回

）

を
接

種
し

て

い

な
い

人

で

問

診
票

を

持

っ
て

い

な
い

人

申
し

込
ま

な

く
て

も
よ
い

人

一

期
＝

平

成
３

年
1
0
月
１

日

～

平

成
４

年
１
月
3
1
日

生
ま
れ
の
人

。

二
期

＝

平

成
２

年
６

月

１

日

～

９

月
3
0
日

生

ま

れ
の

人
で

、
３

月

末

ま
で

に

住

民

登
録

を

し
て

い

る
人

は

、
５

月

上

旬
に

通
知

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

教

室

４

月

・
５

月

の

毎
週

水

曜
日

（
４

月
2
9
日

を

除

く
）
午

後
７

時

～

９

時
　

会
揚

東

部
ス

ポ

ー

ツ

パ
ー

ク

体

育
室
　

費
用

無

料

当
日

会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
望
月
　
9
2
-

0
7
0
5

番

ソ
フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
教
室

４
月
５
日
～
2
6日
の
毎
週
日

曜
日
、
午
前
９
時
～
正

午

会
揚
東
部
小
学
校
体
育
館
　

費

用
無
料
　

対
象
市
民

当
日
会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
中
川
　
9
2
-

5
5
1
1

番

し
ま
す
。

以
前
の
回
診
票
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
そ
れ
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

ハ
ガ
キ
に
左
記
の
要
領
で
記

入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
-
五
松
戸
市
役
所
保
健
衛

生
課
三
種
混

合
係
ヘ

ハ
ガ
キ
記
入
要
領

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

愛
の

献
血

期 日 会 場 時 間 主 催

4/17 馬橋駅東口

午前９時30分

～11時30分
と

午後０時30分

～３時30分

松戸北ロ

ータリー

クラブ

健
康
管
理
課
業
務
係

療
育

相

談

４

月
９
日

午
後
１
時
～
１

時
3
0分
の
間
に
受
け
付
け
　

会

場
松
戸
保
健
所
　

対
象
乳
児
と

う

股

間
節
脱
臼
未
受
診
者
や

、
十

八

歳
未
満
で
整
形
外
科
学
領
域

の

診
察
・

相
談
な
ど
を
希
望
す

る
人電

話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
　
6
1
-
2
1
2
1
番
へ

三
歳
児

健
康

診
査

対

象
昭
和
6
3
年
1
2月
１
日
～
3
1

日
生
ま
れ
の
幼
児
　

健
診
日

４
月
1
4日
・
2
1日
・
2
8日
の
各

火

曜
日
　

会
場
松
戸
保
健
所

※
対
象
者
に
は
健
康
診
査
票
を

お
送
り
し
ま
す
。
該
当
者
で

健
康
診
査
票
が
届
か

な
い
人

は
、
左
記
の
要
領
で

連
絡
を
。

松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
　

6
1
-
２
１
２
１
番

お
知
ら
せ

松
戸

駅
市
民

ギ

ャ
ラ
リ

ー
の

利
用
受

け
付

け
と

説
明

会

４
月
2
0日

午
後
６

時
3
0分

か
ら
　

会
揚
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
六
階
会
議
室
　

持
ち
物
筆

記
用
具
・
印
鑑

※
７
月
初
旬
か
ら
９

月
3
0日
の

展
示
に
つ
い
て

利
用
受
け
付

け
を
し
ま
す
。
空
き
が
あ
る

場
合
は
、
４
月
2
2日

か
ら

電
話
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

社
会
教
育
課
成
人
教
育
係
　

6
6
-
７
４
６
２
番

暴
力

団

か
ら
被

害
を
受

け

た

ら

、
す
ぐ

ご
相

談
く

だ
さ

い

暴
力
団
対
策
法
が
成
立
、
銃

刀
法
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

暴
力
団
か
ら
被
害
を
受
け
た

り
、
介
入
し
た
り
し
て
き
た
ら
、

警
察
に
す
ぐ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

松
戸
警
察
署
暴
力
相
談
窓
口
　

6
9
-
0
1
1
0
番

水遊び・古ヶ崎

(塚本さん提供)

茶
木
正
夫
さ
ん

同
地
点
で

の
茶
木
さ
ん

救急医療体制

こ

の
写

真

は
昭
和
2
8
年

ご

ろ
一
本

橋
（
根

本
）
付

近
で

撮

っ

た
も
の

で

す
。

こ

の
こ

ろ

は
川
の

水

は
き

れ
い
で

、
魚

や
し
じ

み

を
と

っ

て
食
べ

て

い
ま

し
た

。

土

手
に

は

桜
並
木

が

あ
っ

て

、
花
の

季

節
が
楽

し
み

で

し
た

ね
。

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………66-0010番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………65-3430 番

国

民
健
康

保
険

あ

ん
ま
、

マ

ッ
サ

ー

ジ
、

指

圧
治

療
費

の

一
部
を

補
助

市
の
指
定
す
る
所
で
、
あ
ん

ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
の
治

療
を
受
け
る
場
合
、
費
用
の

一

部
が
補
助
さ
れ
る
制
度
が
で
き

ま
し

た
。
こ
れ
は
従
来
の
、
は

り
、
き
ゅ
う
治
療
費
一
部
補
助

の
制
度
が
拡
大
さ
れ
た
も
の
で

す
。対

象
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
満
四
十
五
歳
以
上
の
人

、

お
よ
び
心
身
に
障
害
の
あ
る
人

申
請
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
（
退
職
被
保
険
者
証
）
と
印
鑑

を
持

っ
て
、
支
所
ま
た
は
国
民

健
康
保
険
課
へ

国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付

係市

立

病

院

休

診

の

お

知

ら

せ

４

月
1
0
日

‥１１
日

の
形

成

外

科

外
来

は

、

医

師

が
学

会

出

席

の

た
め

、

休

診
に

な

り
ま

す

。
※
４
月
９
日
は
通
常
の
休
診

日

で

す
。

市
立
病
院
形
成
外
科
外
来
　

6
3
-
２
１
７
１
内
線
１
１
４
５

番

サ
ー
ク
ル

硬

式

テ

ニ

ス

ー
ス

ポ

ー

ツ

少

年

団毎
週

土

曜
日

午

後
１

時
3
0
分

か
ら
　

会

場

栗

ヶ
沢

公

園

庭

球

場
　

対

象
小

学
校

五

・
六

年

生

（
各
三

十

人

）
　
費
用

入

団

金
千

円

、
月

会

費

二
千

円

４
月
１
１
日
午
後
１
時
3
0
分

か

ら

、

栗

ヶ
沢

公

園

庭

球

場
で

受
け

付

け

松
戸
ユ
ー
カ
リ
ジ
ュ
ニ
ア
テ

ニ
ス
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
内

田
　
4
3
-
3
5
5
1
番

松
戸

合
気

道
ク

ラ
ブ

武
産

会

①
毎
週
火
・
土
曜
日

②
毎
週

木
曜
日
、
午
後
７
時
～
９
時

会
場
①
常
盤
平
体
育
館
②
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
体
育
室
　
対
象

小
学
生
～
一
般
　
費
用
小
学
生

＝
月
千
円
、
一
般
＝
月
三
千
円

（
入
会
金
三
千
円
）

小
田
　
8
5
-
4
8
5
7
番

婦
人
週
間

４
月
1
0
日
～
1

6
日

中
国
音
楽
演
奏
会

かぶを 洗う、昭和30年ごろ

(本田さん提供)



第７７８号

宇

宙

開
発

キ

ャ
ン

ペ
ー
ン
「
2
1

世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
-
宇
宙
へ
の

Ｃ

Ｏ
Ｕ

Ｎ

Ｔ
　

Ｄ

Ｏ

Ｗ

Ｎ

」（
読

売

新
聞

社
主

催

、

科
学

技

術
庁

ほ

か
三

省
庁
・
一
機

関

後
援

）
の

一
環

と
し

て

、

先

ご
ろ

行

わ
れ

た

第
四

回
論

文

コ
ン
テ
ス
ト
「
月

を
見
直
そ
う
-
月
面
基
地
構
想
」

で

、

応
募

作

品
二

百

四

十

三
点

の

中
か

ら

、

三

好

由
里

子

さ
ん

の

作
品

が
最

優

秀
論

文

に

選

ば

れ

た

。

三
好
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
は
、

ア
ポ
ロ
1
1
号
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ

ン

グ

船
長

が

、
人

類

と

し
て

初

め
て

月
面

に

立

っ

た
一

九
六

九

年

（
昭

和
4
4
年

）

。

「
そ

ん

な

こ
と

も

影

響
し

て

か

、
子

供

の

こ
ろ

か

ら

宇

宙
に

つ
い

て

興
味

を

持

っ
て

い

ま
し

た

」
と

明

る

く

笑
う

。

「
地
球
の
重
力
（
１
Ｇ
）
で
暮

ら
せ

る
よ

う
に

進
化

し
て

き
た

人

間
に

と

っ
て

、
月

は

永

住
の

地
に

は

な

ら

な
い

。

ま
し

て

や

月
で

人

間

を

誕

生

さ
せ

、
そ

の

子

を

永
住

さ
せ

る
権

利

は

だ
れ

に

も

な
い

」

冒
頭
こ
の
主
張
で

始
ま

る
構

想
は
、
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙

十
五

枚
に
も
及
ぶ
。
月
面
基
地

で

生
活
し
て
い
く
上
で

尊
重
し

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
基
本
的

な
人

権
を
中
心
に
考
察
し
て
い

る
。「

大
学
で
人
権
に
つ
い
て

学

ん
で
い
た
時
期
に
書
い
た
の
で

こ
う
い
う
展
開
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ほ

か
の
人
と
違
う
角
度
か
ら
と
ら

え
た
の
が
、
最
優
秀
に
つ
な
か

っ
た
の
で

は
」
と
、
控
え
め
に

話
す
。

未
来
を
空
想
す
る
の
が
難
し

い
く
ら
い
、
Ｓ
Ｆ
小
説
の
世
界

が
次
々
と
現
実
と
な

っ
て

く
る

現
代
。
三
好
さ
ん
の
構
想
も
、

構
想
の
ま
ま
で
は
終
わ
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
。

今

年
、
一
九
九
二
年
は
国
際

宇
宙
年
。
こ

れ
を
機
に
宇
宙
開

発
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
。

そ
し
て

、
こ
の
春
、
三
好

さ

ん
は
大
学
を
卒
業
し
、
社
会
へ

の
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
と
し
て
い

る
。（

岩
瀬
在
住
）

１Ｇの人権

論文コンテスト「月面基地構想」で

最優秀に選ばれた

三好由里子さん

身近なところから国際理解

韓国 料理講座を 開催

（財）松戸市国際交流協会主催

の韓国料理講座が、市民会館料

理教室で開催されています。

この日のメニューは、千切り

にした野菜をいため、煮詰めた

牛肉と一緒に春雨に交ぜた「チ

ャプチエ」と大豆モヤシのスー

プ「コンナムルクツ」。

在日韓国人、朴海玉（パク・

ヘオク）さんと文美憬（ムン・

ミキョン）さんの２人の女性講

師の指導で、参加した主婦ら約

30人が料理にチャレンジ。

出来上がった料理の味は「と

ってもおいしい！」と大好評で

した。

熱心に作り方を聞く皆さん

広

報
委

員
の

皆
さ

ん

と
広

報

紙
「

よ

こ

す

か
」（
写

真

下

）

広報まつど[

8]この数なあに？

”１９１”

木

々

が
芽

吹

き
、

若

草

は
も

え

、
街

の

あ

ち
ら

こ

ち
ら

で

春

の

訪
れ

を

感
じ

ら

れ

る

よ

う
に

な
り

ま

し

た

。
暖

か

な
日

差
し

に
誘

わ

れ
て

、
近

く
の

公

園

ヘ

フ
ラ

リ

と

出
か

け

て
み

ま

せ

ん

か
。市

内
に
は
「
百
九
十
一
」
（
平

成
４
年
２
月
１
日
現
在
）
の
都

市
公
園
が
あ
り
ま
す
。
都
市
公

園
は
、
そ
の
面
積
や
利
用
目
的

な
ど
に
よ
り
、
い
く
つ
か
種
別

が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
多
い
の

は
児
童
公
園
で
、
百
四
十
二
ヵ

所
ほ

ど

あ
り

ま

す

。

都
市
公
園
の
総
面
積
は
１
０

ベ
ン
チ
で

ち
ょ
っ

と

ひ
と
休
み

１
・
七
〇
㌶
。
一
人
当
た
り
の

公
園
面
積
は
二
・
ニ
一
平
方
㍍

に
な
り
ま
す
。

都
市
公
園
第
一
号
は
、
相
模

台
公
園
で
、
昭
和
3
1年
３

月
に

完
成
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
公
園
の
名
称
は

ふ
つ
う
、
そ
の
場
所
の
字
名
を

つ
け
ま
す
が
、
中
に
は
花
の
名

前
や
鳥
の
名
前
が
つ
い
て
い
る

公
園
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

常
盤
平
地
区
の
し
ょ
う
ぶ
公
園

・
は
な
み
ず
き
公
園
、
小
金
原

地
区
の
ペ
ン
ギ
ン
公
園
・
つ
ば

め
公
園
な
ど
。
い
く
つ

ご
存
じ

で
す
か
。

今
度
の
週
末
は
、
散
歩
が
て

ら
公
園
巡
り
は
い
か
が
で
す
か
。

スナップショット

あなたの撮ったスナップ写真（街の話題・

身近な出来事など）をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

広報課

横須賀小広報紙｢よこすか｣

首都圏小・中学校PTA
広報紙コンクールで入賞

先ごろ行われた「平成３年度

首都圏小・中学校ＰＴＡ広報紙

コンクール（読売新聞社主催）」

で、横須賀小学校ＰＴＡだより

「よこすか」が、佳作に選ばれ

ました。

広報紙「よこすか」は、同校ＰＴＡ（今井和夫会長）活動の一環

として年３回発行しているもので、広報委員会（篠沢治子委員長）

の30人の皆さんが企画・編集。

「学校や地域の身近な問題を探り、みんなで一緒に考えていける

ような紙面づくり」を心掛け、秋に行われた千葉県ＰＴＡ主催広報

紙コンクールでも入賞を果しています。

「何も分からずに始めた新聞づくりでしたが、１行の文が持つ重

みを実感しました」と、１年間の感想を話していました。
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